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秋の深まりとともに、青く爽やかな空には雲が流れています。肌寒い日も増えていますが、 

積極的に戸外遊びを取り入れ、季節の移り変わりを感じてほしいです。全力で取り組んで 

きた運動会を終え、その表情からみなぎる自信を感じます。その気持ちがバス遠足にも 

つながり、きっとお楽しみ会にも続いていくことでしょう。 

体調管理の難しい季節です。手洗い・うがいはもちろん、食事をしっかりとるなど生活 

リズムにも気をつけていきたいですね。 

 

 

11 月の行事 

6 日（ 水 ）おはなし会 

7 日（ 木 ）焼き芋会・高砂会・交流保育 

8 日（ 金 ）秋の園外保育 

9 日（ 土 ）個人面談 

12 日（ 火 ）保護者会主催音楽会 

13 日（ 水 ）避難訓練・内科健診 

14 日（ 木 ）英語であそぼう 

16 日（ 土 ）個人面談 

19 日（ 火 ）歯科健診 

22 日（ 金 ）不審者訓練 

25 日（ 月 ）乳児誕生会 

26 日（ 火 ）幼児誕生会 

28 日（ 木 ）英語であそぼう 

30 日（ 土 ）お楽しみ会 
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【ハロウィン】 

 

玄関にある大きな“”かぼちゃ”。。。最初は「なに?」と見ていた子どもたち。最近は 

椅子のように座っています。ハロウィンの行事は特に園ではしませんが、クラスで 

足型のかぼちゃやおばけを制作したり、ステンドグラスを作って飾ったり、給食では 

スウィートパンプキンやハロウィンハンバーグ、おばけサラダなど食べたりして 

楽しんでいます。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

ぞうぐみ 

遠足ではところどころでうさぎ組と手をつないで

歩いてくれたぞう組さんはたくましいですね。 

その優しい行動が次年度の子どもたちに受け継が

れていくことでしょう。お楽しみ会では、自分 

たちでセリフを考えたり、その場面の動きを想像

したりしています。風景もみんなで相談し合い、

手作りの劇になるようです。 

保育園最後の行事です。さらに成長した姿を見せ

ひよこぐみ 

最近は昼食中に眠くなることも減り、しっかりと

食べてから午睡できる体力がついてきたよう 

です。でもおなかがすくと機嫌が悪くなり保育士

が準備しているのを待ちきれず、泣くことも･･･

ひとくちお口に入ると泣きやみ笑顔です。 

ばいばいもできるようになり、朝お仕事にいく 

保護者の方に手を振る子もいます。私も部屋を 

出るたびに手を振られ、今日一日のエネルギーを

あひるぐみ 

お友だちのそばで同じ遊びをすることが増え

てきました。少しずつお友だちの存在にも 

気づき、「一緒にあそびたいな」という気持ち

が芽生えてきたようです。散歩などで手を 

つなぐ姿や、顔を見合わせ笑い合うことが 

増え関係が深まっています。2 人でぎゅ～と

りすぐみ 

クラスに入ると、「えんちょうせんせい、これ 

よんで！」と絵本のリクエストの声が･･･どんな

にワイワイガヤガヤしていても、担任が「絵本 

読みますよ」と声をかけるとしーんと静かに 

なります。読み聞かせの時間が大好きな子ども

たちです。絵本は『言葉の母乳』と言われて 

います。私たちも大切にしたいお話の時間です。 

うさぎぐみ 

「えんちょうせんせい、うさぎぐみはねこんど

えんそくにいくんだよ！」と得意気に話す 

子どもたち。「遠足って何ですか？」と聞くと 

「えーっとね、バスにのるの」。。。その答えに 

思わず笑ってしまいました。帰ってくると 

「サメがね」「ザリガニがね」「いるかジャンプ

がね」と、どの子も笑顔で報告してくれました。

たくさん歩いて頑張りました。写真の笑顔が 

きりんぐみ 

「えんそくのおべんとう、おいしかったよ」と 

嬉しそうに話してくれたきりん組さん。お母さん

の愛情がしっかりと子どもたちに伝わりました。

劇の練習が始まりましたが、今までに遊んできた

ことや継続してきたことを題材にした内容です。

練習時もいつものように楽しみながら行うこと

でしょう。ぞう組の練習している楽器演奏にも 

きっと持ち前の好奇心から、来年はあの楽器を 

※11 月は歯科・内科健診があります。お休みしないように気をつけましょう 


